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甘
栄
館
と
修
猷
館

１
７
８
４

（天
明
４
）年
に
誕
生
し
た
福
岡
藩

の
西
学
問
所
「甘
柴
館
」
の
跡
地
は
現
在
、

唐
人

町
商
店
街
（福
岡
市
中
央
区
）に
な
っ
て
い
て
、

道

路
を
隔
て
た
北
側
に
案
内
の
小
さ
な
石
柱
が
建

っ
て
い
る
。

同
時
に
発
足
し
た
東
学
問
所
「修
猷
館
」
は
、

福

岡
城
の
内
堀
に
沿
っ
て
東
西
に
長
く
伸
び
る
大

名
町
の
一
角
に
あ
っ
た
。

そ
こ
に
は
家
老
、

中
老
、

為
極
な
ど
の
重
臣
た
ち
が
住
む
武
家
屋
敷
が
並

が
、

幅
約
５０
財
の
内
堀
の
対
岸
に
は
福
岡
城
が

各
え
て
い
た
。

職
住
近
接
の
一等
地
に
誕
生
し
た

修
猷
館
は
自
ず
と
上
級
武
士
の
子
弟
が
通
う
学

舎
に
な
っ
て
い
く
。

そ
れ
に
引
き
替
え
亀
井
南
冥
が
館
長
の
甘
巣

館
は
城
下
を
内
外
に
分
け
る
「黒
門
」
の
外
、

西

側
に
あ
っ
て
、

周
囲
に
は
多
く
の
寺
と
下
級
武
士
、

町
民
の
住
ま
い
が
併
存
し
て
い
た
。

サ
ム
ラ
イ
と

町
民
の
子
弟
が
共
に
学
ぶ
学
舎
に
は
、

南
冥
の

学
風
と
性
格
を
反
映
し
て
下
町
風
の
活
気
が
あ

っ
た
と
言
わ
れ
る
。

佐
賀
、

長
崎
に
つ
な
が
る
唐
津
街
道
が
町
内

を
縦
断
し
て
い
た
か
ら
、

学
生
た
ち
は
ヒ
ト
モ
ノ

の
往
来
を
頻
繁
に
目
撃
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

さ
ら
に
西
へ
斎
川
を
援
れ
ば
足
軽
の
町
「地
行
」

で
、

小
さ
な
家
の
周
り
を
珍
竹
塀
が
囲
ん
で
い
た
。

細
く
短
い
竹
は
生
活

に
困
舞
し
た
下
級
武

士
が
手
内
職
の
竹
細

工
に
使
っ
た
と
伝
え
ら

れ
、

敗
戦
後
も
し
ば
ら

理
事
長
兼
館
長
　
力
Ｔ

彦
踏

く
は
竹
林
の
塀
が
残
っ
て
い
た
。

わ
ず
か
‐４
年
十
１
。

甘
栄
館
は
南
冥
一
代
限
り

の
短
命
に
終
わ
っ
た
。

だ
が
、

そ
の
余
韻
は
唐
人

町
の
そ
こ
か
し
こ
に
残
っ
て
い
る
。

商
店
街
の
西

の
は
ず
れ
金
龍
寺
の
山
門
に
は
南
冥
自
筆
の
大

き
な
掲
額
が
健
在
。

商
店
衛
で
印
刷
屋
を
営
む

上
原
孝
正
さ
ん
は
南
冥
の
縁
者
の
末
裔
で
あ
る
。

医
師
と
し
て
の
南
冥
は
一
時
福
岡
藩
の
儒
医

兼
帯
の
地
位
に
あ
っ
た
。

そ
の
学
識
と
才
知
で
藩

主
に
重
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
想
像

で
き
る
。

そ
れ
ば
か
り
か
志
賀
島
で
発
見
さ
れ
た

金
印
の
鑑
定
、

相
島
に
お
け
る
朝
鮮
通
信
使
と

の
や
り
取
り
は
、

彼
の
卓
越
し
た
学
識
な
か
ら
ず

ん
ば
、

の
印
象
が
一層
強
い
。

い
わ
ば
功
臣
で
あ
つ
た
南
冥
が
な
ぜ
藩
の
上

層
部
に
疎
ま
れ
、

甘
栄
館
が
消
滅
し
た
の
か
。

徳

川
幕
府
の
方
針
に
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る

が
、残
念
の
蛭
眼
ぐ片
づ
け
る
に
は
余
り
に
も
惜

し
い
歴
史
の
一勧
で
あ
る
。

Ａ
写
真
説
明
Ｖ
　
西
学
問
所
跡
の
石
柱
（写

真
右
）
は
唐
人
町
商
店
街
そ
ば
に
建
つ
。

掲
額
の

文
字
は
伸
び
伸
び
と
し
て
い
る
（左
上
）
。

修
猷

館
跡
（左
下
）
の
碑
は
ビ
ル
の
所
有
者
が
建
て
た
。

※
６
面
に
関
連
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
え

能
古
博
物
館
で
は
Ｈ
月
２７
日
（日
）
ま
で
企
画

展
「江
戸
時
代
・福
岡
地
方
の
医
学
―
原
家
・亀

井
家
を
中
心
に
―
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

原 寛
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一、
貝
原
益
軒

江
戸
時
代
の
北
部
九
州
地
方
、

特
に
福
岡
藩
に
お
け
る

医
学
の
発
達
を
言
及
し
よ
う
と
す
る
と
き
、

欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
人
物
は
、

貝
原
益
軒
全
六
三
〇
十
一七
一四
）
で
す
。

員
原
益
軒
は
『
養
生
訓
只
正
徳
三
上
七

〓
二
年
完
成
）
や

『大
和
本
車
只
宝
永
七
上
七
〇
九
年
刊
）
の
著
者
と
し
て
有

名
で
す
）

『養
生
訓
』
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
す
）

▽
第

一
巻

総
論
上
　
▽
第
二
巻

総
論
下
　
▽
第
二

巻

飲
食
上
　
▽
第
四
巻

飲
食
下
　
▽
第
五
巻

五
官

▽
第
六
巻
　
病
を
慎
む
　
▽
第
七
巻
　
乗
を
用
い
る

▽
第
八
巻

養
老

「総
論
転
で
は
、

人
間
は
な
ぜ
養
生
し
て
長
生
き
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
と
い
う
根
本
問
題
が
説
か
れ
て
い
ま

す
。
「天
地
父
母
の
め
ぐ

み
を
う
け
て
生
れ
、

又
養

は
れ
た
る
わ
が
身
な
れ

ば
、

わ
が
私
の
物
に
あ
ら

ず
…
つ
つ
し
ん
で
よ
く

養
ひ
て
、

そ
こ
（
損
）
な

ひ
や
ぶ
ら
ず
、

天
年

（天

命
）
を
長
く
た
も

つ
ベ

し

（巻
第

一
、

括
弧
補
足

筆
者
と
と
い
つ
文
章
に

は
、

現
代
に
も
通
じ
る
教

訓
が
含
ま
れ
て
い
ま
丸

ま
た
、
「飲
食
上
で
は
飲
み
方
、

食
べ

方
に
つ
い
て
説
き
、
「五
官
（耳
・目
・日
・鼻
。手
足
ン
で
は
、

そ
の
働
き
と
養
生
法
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。
『養
生
訓
』
は
、

現
代
で
一雷
つ
精
神
修
養
や
自
然
療
法
な
ど
の
有
効
性
を
説

い
た
著
作
で
あ
り
、

そ
の
基
本
的
な
思
考
様
式
は
中
国
医

学
の
陰
陽
五
行
説
に
因
っ
て
い
る
も
の
の
、

当
時
の
生
活
に

密
着
し
た
記
述
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

故
に
江
戸
時
代
を

通
じ
て
版
を

重
ね
、

ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な

り
ま
し
た
。

『大
和
本
車
』

は
い
わ
ゆ
る

植
物
学
事
典

で
あ
り
、

明
の

時
代
に
完
成

し
た
百
科
事
典

『
本
革
網
目
』

＝
①
＝
の
分
類

法
を
も
と
に
、

益
軒
が
独
自

に
分
類
し
て

編
さ
ん
し
た
も
の
で
、

一
三
〇
〇
種
以
上
の
品
目
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

元
来

「本
草
学
」
と
は
、

中
国
医
学
に
使

用
さ
れ
る
薬
草
を
中
心
と
し
て
研
究
さ
れ
る
学
問
で
、

薬

草
の
効
用
な
ど
を
詳
細
に
検
討
し
処
方
箋
的
な
役
割
を
も

果
た
す
も
の
で
し
た
が
、

同
書
の
刊
行
に
よ
り
、

日
本
の
本

草
学
は
博
物
学
と
し
て
の
要
素
も
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

一
一、
原
三
信

福
岡
藩
は
、

幕
領
長
崎
に
近
く
、

佐
賀
藩
と
交
替
で
長
崎

警
備
の
任
務
を
負
っ
て
い
た
の
で
、

外
国
の
情
報
、

特
に
蘭

学
に
関
す
る
知
識
は
、

他
藩
に
比
べ
て
容
易
に
受
容
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、

西
洋
医
学

に
関
す
る
認
識
が
急
速
に
高
ま
る
の
は
、

や
は
り
安
永

三
年

公
七
七
四
）
に
『解
体
新
書
』
が
刊
行
さ
れ
て
以
降
の

こ
と
で
す
。

『解
体
新
書
』
刊
行
以
前
の
西
洋
医
学
に
関
す
る
資
料
は

全
国
的
に
極
め
て
少
な
い
の
で
す
が
、

現
存
す
る
も
の
と
し

て
有
名
な
の
が
、

原
家
に
伝
わ
る
数
点
の
資
料
で
す
。

原
家
の
初
代
は
、

黒
田
家
が
筑
商
五
二
万
石
に
対
ぜ
ら

れ
た
頃
か
ら
、

現
地
採
用
の
医
者
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
＝
②
＝
。

以
降
五
代
目
ま
で
の
事
績
は

現
在
の
と
こ
ろ
判
明
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

六
代
目
・原
三

信
（名
は
元
弘
、

代
々
ゴ
一信
」を
襲
名
、

一七
二
年
没
）
は
、

貞

享
年
間
公
六
八
四
十
八
八
年
）に
長
崎
。出
島
で
オ
ラ
ン
ダ
人

か
ら
医
学
を
学
び
、

一六
八
五
（貞
享
一
じ
年
十
月
十
八
日
付

の
医
学
修
業
の
免
許
状
を
賢
っ
て
い
ま
す
＝
③
＝
。

そ
の
免
許

状
の
大
意
は
次
の
通
り
で
す
。

下
記
に
署
名
し
た
医
師
ア
ル
バ
ー
ト
・ク
ロ
ー
ン
は
弟
子

原
三
信
が
外
科
医
術
を
学
び
私
の
知
る
こ
と
を
よ
く
理

解
し
た
こ
と
、

か
つ
ま
た
そ
の
詳
し
い
知
識
を
理
解
し
た

こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

一六
八
五
年
十
月
十
八
日

ア
ル
バ
ー
ト
・ク
ロ
ー
ン
＝
④
＝

こ
の
免
許
状
に
は
、

当
時
の
和
蘭
通
詞
が
翻
訳
し
た
漢

文
が
付
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
大
意
は
以
下
の
通
り
で
す
。

貴
殿
は
当
年
御
奉
行
所
よ
り
赦
さ
れ
、

メ
ス
ト
ロ
・
ヘ

ン
デ
ン
キ
・ヲ
ヲ
ベ
イ
阿
蘭
陀
外
科
の
一流
、

金
創
並
び
に

一骨
薬
油
の
使
用
法
な
ど
を
残
ら
ず
相
伝
し
た
。

今
後
い

よ
い
よ
療
治
の
正
夫
鍛
鎌
を
さ
れ
る
べ
し
（以
下
略
）。

メ
ス
ト
ル
　
ア
ル
ブ
ル
ト
・
コ
ロ
ウ
ス

員原益軒肖像 能古博物館所蔵

『養生訓」能古博物館所蔵



(3)2011年 (平成23年)10月 能古博物館だより 第65号

控    え

右
の
通
り
出
島
に
お
い
て
阿
関
陀
外
科
稽
古
の
刻
、

御

奉
行
様
よ
り
御
検
使
に
添
え
な
さ
れ
、

両
メ
ス
ト
ル
に

よ
っ
て
即
家
が
赦
さ
れ
た
。
す」
れ
に
よ
っ
て
阿
蘭
陀
文
字
、

印
家
の
文
章
、

相
通
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
（人
名
略
）
。

貞
事
二
年
丙
賃
八
月
念
九
日

ア
ル
バ
ー
ト
・ク
ロ
ー
ン
自
筆
と
推
定
さ
れ
る
蘭
文
と
通

詞
が
訳
し
た
漢
文
の
日
付
（貞
享
三
年
八
月
十
九
回
▼
⑤
＝

に
は
約

一
年
の
ず
れ
が
あ
り
ま
す
。

実
は
当
時
、

オ
ラ
ン
ダ

商
館
の
医
者
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
の
は
翻
訳
文
中
に
記

さ
れ
て
い
る
オ
ベ
（オ
オ
ベ
イ
）
で
あ
り
、

蘭
文
の
免
許
状
に

も
署
名
す
る
予
定
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
＝
⑥
＝
。

恐

ら
く
、

蘭
文
の
免
許
状
は
現
代
で
一言
つ
「免
許
申
請
書
」に
あ

た
り
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
漢
文
の
免
許
状
が
交
付
さ
れ
た
も

θ■忽ぐrT衿滋後歴ぇ残船 _

免許状 (蘭文)

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

約
一年
交
付

が
延
期
さ
れ
た
の
は
、

一
六
八
六
年

に
発
覚
し
た
密
貿
易
事
件
に
関
与

し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
中
に
、

オ
ベ
が

含
ま
れ
て
お
り
国
外
追
放
処
分
が

下
さ
れ
た
か
ら
で
し
た
＝
②
＝
。

免
許
状
に
加
え
て
、
「六
代
目
・

原
三
信
」
の
名
を
有
名
に
し
た
の

は
、

貞
享
四
年
公
六
八
七
）
九
月
二

十
六
日
付
け
の
解
説
書
が
あ
る

「解
剖
図
」
の
存
在
で
す
ず
」
れ
は
、

西
洋
の
解
剖
書

（レ
メ
リ
ン
の
『小

宇
宙
鑑
里
六
〓
二
年
初
版
と
推
定

さ
れ
て
い
る
）を
模
写
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
解
剖
書
の
当
時
の
写
本

は
現
在
四
点
残
っ
て
い
て
、

そ
の
中

で
も
原
家
所
蔵
の
も
の
は
保
存
状

態
が
良
好
で
、

歴
代
当
主
が
「門
外

不
苫
」
と
し
て
継
承
し
て
き
た
様

が
う
か
が
え
ま
す
。

レ
メ
リ
ン
の
解
剖
書
は
、

臓
器
や

筋
肉
を
切
り
抜
い
て
重
ね
合
わ
せ

た
も
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
め
く
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

紙
片
は
約
一

二
①
枚
を
数
え
ま
す
＝
③
牝
ゆ
え

に
作
り
方
が
複
雑
で
一
般
に
は
あ

ま
り
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た

よ
う
で
瓦
し
か
し
な
が
ら
、
テ」
の
解

剖
書
の
実
用
的
価
値
を
認
識
し
て

い
た
人
の
中
に
原
三
信
元
弘
が
い

た
こ
と
は
明
ら
か
で
、

ま
さ
に
先

見
の
明
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
を
侯

た
な
い
で
し
ぶ
乳

安
及
存
昔
年
夜

締
ネ
行
打
夜
家

衛
炊
え

メ

ス
ト

ロ

ヘ
ン
テ

レ
キ
ノ
ノ

蛇
外

斜

が

舞
脅

於
出
各

田

希
捨
考

え

ど

御
奉
行
複

紳
校
伐

―

ル
≡枚

指

皮

坤
家
紋

！

繭

陀
夫
等

！

夫

幸

終
狼

和

申

打

“

一害

如

件

　

！

可
職

店
通

均

療
お
丈
力
続
轡

‐
（
本
本
部
方
箱
碍
■

万
希
力
友
統
弾
一

‐
ヤ
占
一（宏
儀
騒

瓶
ネ
絡
方
統
輝
こ‐

療
お
夕
一十一方
縮
頓

本
本
た
本
も

力
稿
を
左
待
縛
り

療

二
信
轄

え

え ヘ
ー イ
れ 爾
か1蘭

秦

油
え

迄

共

難

か

友

伝

多

キ

脅

家

・九行　浮″
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願

一　

　

　

　

瑠

一去

ド
ヽ
大

岩
た

く
六
経
氏
品
や
ミ

，
体

臼
　
　
　
　
　
　
　
　
．

一ン

一碍
予
Ｔ
表
４
働

一駕

財

一■

「惜

解青」図 (レメリン)女性の解音」図 (原家蔵)

外科術式絵巻 部 分 (原家蔵)

男性の解青J図 (原家蔵)

さ
ら
に
原
家
に
は
『外
科
術
式
絵
巻
ス
部
分
）
も
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
史
料
は
、会

田
的
に
見
て
も
オ
ラ
ン
ダ
流
医
学
の

先
駆
陶
位
置
づ
け
を
な
す
も
の
で
す
が
、

十
七
世
紀
の
日
本

医
学
に
お
い
て
は
、

あ
く
ま
で
も
韓
国
医
学
が
医
学
の
「本

道
」
で
あ
り
、

原
家
も
ま
た
代
々
福
岡
藩
医
を
継
泰
す
る
も

の
の
、

医
者
と
し
て
の
胞
餓
陶
な
癒
生
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

「蘭
学
」と
い
う
も
の
が
、

オ
ラ
ン
ダ
人
の
江
戸
参
癒
な
ど
を

通
じ
て
全
国
の
諸
侯
に
認
知
さ
れ
、

そ
れ
を
受
容
す
る
こ
と

が
有
益
で
あ
る
と
そ
え
ら
れ
る
ま
で
庭
は
、

や
は
り
繭
遼
じ

た
『解
体
新
書
』
の
登
場
を
締
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

①
明
の
李
時
珍
貧
五
一八
十
九
二
）
が
約
二
七
年
か
け
て
編
集
し

た
本
草
学
事
典
。

日
本
に
は
一七
世
紀
の
初
め
に
は
輸
入
さ
れ

て
い
た
と
い

つ
。

②
原
三
信
編
集
（著
作
権
者
ヽ
日
本
で
初
め
て
翻
訳
し
た
解
剖

童
冒
公
九
九
五
年
初
版
、

六
代
原
三
信
蘭
方
伊
三
百
年
記
念

奨
学
会
）序
文
参
照
。

③
酒
井
シ
ゾ
「日
本
最
初
の
西
洋
解
剖
書
の
翻
訳
―
レ
メ
リ
ン
解

剖
書
訳
本
と
十
七
世
紀
の
蘭
方
外
科
―
▲
『蘭
方
医
三
百
年
』

上
九
八
五
年
・原
三
信
蘭
方
外
科
免
許
三
百
周
年
記
念
会
編
、

所
収
）。
以
下
原
二
信
の
事
蹟
に
関
し
て
は
こ
れ
に
よ
る
。

④
同
右
（注
②
所
収
）九
四
頁
。

⑤
太
陽
暦
で
換
算
す
る
と
、

一六
八
六
年
九
月
二
十
六
日
。

⑥
ミ
ヒ
ェ
ル
・ヴ
オ
ル
フ
ガ
ン
グ
「平
田
長
太
夫
の
阿
蘭
陀
流
外
科

修
業
証
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
只
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料

館
分
館
医
学
史
料
館
叢
書
Ｘ
『史
料
と
人
物
ＩＩＩ
』
、

中
津
市
教

育
委
員
会
、

一
一〇
三
年
二
月
、所

収
）参
照
。

⑦
同
右
各
三
～
三
二
頁
）
。

③
前
掲
酒
井
氏
論
文
。

（よ
し
だ
　
よ
う
い
ち
上
九
七
０
年

飯
塚
市
生
ま
れ
、

久
圏
米
大
学
文

字
部
雄
教
授
、

零
関
は
日
本
近
避

儒
学
史

。
医
学
史
、

議
古
博
物
館

券
館
勤
学
茜
貝
）

吉
田
さ
ん
講
演
　
鞠
瑠
都
風
稜
、

福
躙
市
内
の
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
た
原
土
井
癒
院
の
「麟
旗
饗
病
院
幸
姻
周
審
」
の

記
念
式
輿
で
、

士
翔
醒
浮
一
久
轡
米
大
学
文
学
部
雄
教
授
（寵

議
博
鞠
鯨
弊
館
動
学
芸
最
）
が
記
念
講
演
を
衛
っ
た
。

磁
議

揮
惣
館
で
開
鰹
中
の
企
迩
展
「江
戸
時
機
種
鯛
地
方
の
医
学

―
煉
家
。亀
井
家
を
中
ぷ
に
―
」
と
同
じ
タ
イ
ト
ル
で
約
艶

分
闘
、

主
と
し
て
療
三
億
家
と
オ
ラ
ン
ダ
広
字
と
の
開
わ
め

に
つ
い
て
嗣
し
た
。

施
購
者
の
歯
怒
慮
高
く
、

講
旗
後
の

パ
ー
テ
ィ
で
態
圏
さ
ん
は
熱
懸
な
質
嫡
を
溶
び
た
。
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江
戸
時
代
の
世
相
を
あ
ら
わ
す
話
題
と
し
て
、

喧
嘩
の
つ

ぎ
は
捨
て
子
で
あ
る
。

江
戸
時
代
、

国
民
の
８０
％
程
度
が
農

民
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、

労
働
力
の
点
か
ら
す
れ
ば
子
供
は
多

い
方
が
い
い
は
ず
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、生

ま
れ
る
と
こ
ろ
に

は
望
む
以
上
に
生
ま
れ
る
も
の
で
、

貧
し
さ
か
ら
く
る
堕
胎

や
間
引
き
が
め
ず
ら
し
く
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
生
ま
れ
た

子
の
処
置
に
困
っ
て
、捨

て
る
例
も
非
常
に
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

石
橋
家
文
書
の
中
で
は
、

本
稿
で
取
り
上
げ
る
４
点
が
捨

て
子
・拾
い
子
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

年
代
順
に
な
ら
べ
て

み
よ
う
。

天
保
８
（１
８
３
７
）年
１０
月
、

大
庄
屋
格
紙
屋
伊
三
郎
が

捨
子
を
取
り
上
げ
養
育
し
た
事
に
対
し
て
、

お
上
か
ら
褒
め

ら
れ
て
い
る
（仮
番
号
／
平
成
１８
１
７９
）ｏ

ズ
空
白
）早
良
郡
姪
浜
村
　
大
庄
屋
格
　
紙
屋
　
伊
二
郎

去
ル
十
三
日
夜
門
口
江
頃
日
出
生
と
相
見
候
男
子
捨
子
有

之
候
を
早
速
取
上
養
育
致
し
置
段
奇
特
の
至
事

十
月
」

こ
の
文
書
は
包
紙
の
中
に
あ
っ
た
も
の
で
、

包
紙
に
は
「天

保
８
年
１０
月
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

男
子
の
捨
子
を
養
育

し
て
お
褒
め
に
あ
ず
か
っ
た
の
は
紙
屋
Ｈ
注
ｌ
Ｍ
伊
二
郎
（後
の

石
橋
善
三
郎
直
実
）
で
あ
る
。

お
褒
め
の
言
葉
は
、
「奇
特
の

事
」
で
打
ち
止
め
に
な
っ
て
お
り
、
「奇
特
の
事
ゆ
え
、

一餐
め
て

遣
わ
す
」な
ど
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
エ
バ
わ
な
い
も
の
ら
し
い
。

次
は
４‐
１
１
番
の
文
書
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
よ
る
と
、嘉

永

４
（１
８
５
１
）年
正
月
１２
日
の
夕
刻
（四
つ
過
）石
橋
家
の
門

日
に
捨
て
子
が
あ
っ
た
。

（写
真
１
）
は
そ
の
子
に
添
え
ら
れ
て

い
た
書
付
け
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
「嘉
永
１３
日
生
ま
れ
、

氏
神
は
天
ま
ん
ぐ
う
様
、

お
取
上
下
さ
い
」と
あ
る
。

捨
て
た

の
は
、

同
国
同
村
の
何
者
か
で
あ
る
。
「同
国
同
村
」と
い
う
の

は
、

い
か
に
も
書
き
慣
れ
な
い
者
の
書
き
方
で
あ
る
が
、筑

前

写
盲
末１
　
　
　
　
　
　
　
国
早
良
郡
姪
浜
村
（現
福
岡

！
！
■
・■
一一！一
市
西
区
）を
意
味
し
て
い
る
ら

し
い
。

生
ま
れ
た
月
も
書
か
れ

て
い
な
い
し
、

よ
ほ
ど
慌
て
て

い
た
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
よ
り
も

興
味
を
ひ
か
れ
る
の
は
、
テ」
の

よ
う
に
簡
単
な
書
付
け
に
氏

神
様
が
書
か
れ
て
い
る
事
で

あ
る
。

実
は
他
の
例
も
あ
る
の

が
、
ア」
の
時
代
、

氏
神
様
と
関

係
づ
け
る
こ
と
は
、

親
と
し
て
大
変
重
要
な
こ
と
だ
っ
た
ら

し
い
。

な
お
、
ラ～
」
で
い
う
天
ま
ん
ぐ
う
（天
満
宮
）
は
住
吉
神

社
（現
福
岡
市
西
区
姪
浜
３
丁
目
）と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
、
テ」
の
捨
て
ら
れ
た
子
は
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の

か
？
　
テ！
」
で
は
捨
子
の
性
別
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、

本
当
の

所
は
わ
か
ら
な
い
。

勿
論
、

性
別
は
現
場
で
見
れ
ば
わ
か
る
こ

と
で
あ
り
、

上
の
よ
う
な
書
付
け
に
書
か
れ
て
い
る
筈
も
な
い

が
、

た
ま
た
ま
年
号
の
近
い
関
連
文
書
が
あ
る
の
で
、

強
引
で

は
あ
る
が
、

拾
わ
れ
た
子
が
女
子
で
あ
っ
た
と
仮
定
し
て
話

を
続
け
て
み
よ
う
。

仮
番
号
／
０
５
７
の
文
書
（写
真
２
）
に

よ
る
と
、

そ
の
子
は
、
「い
ん
」
と
名
づ
け
ら
れ
、

約
１０
ケ
月
後

（嘉
永
４
年
亥
１２
月
と
心
賀
島
村
（現
福
岡
市
東
区
）
の
文
助

と
い
う
者
に
養
女
と
し
て
出
さ
れ
た
ら
し
い
。

そ
の
際
、

養
育

の
た
め
と
し
て
米
６
俵
が
渡
さ
れ
て
い
る
ゴ
」
の
文
書
は
そ

の
と
き
の
請
証
文
で
あ
る
が
、

文
助
の
身
元
保
証
人
と
し
て

一族
の
武
平
と
い
う
者
が
、

ま
た
世
話
人
・保
証
人
と
し
て
伊

一ハ
、甚

四
郎
が
判
を
捺
し
て
い
る
。

な
お
、
ア」
の
請
証
文
の
宛
名
に
あ
る
石
橋
善
二
郎
は
、

先
に

・ホ

ン
艦

畜

珍

迭

多

玄

Ｆ

ど
豚

“
Ｚ

・

点

夕拡

揚

や

二

令
正

ち
Ｌ

壬
吟
松
抵

／坤
逆
行
ｌ
ネ

お
上
の
お
褒
め
に
あ

ず
か
っ
た
伊
二
郎
と

同
一
人
物
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

請
証

文
に
は
志
賀
島
村
の

者
の
苗
字
は
書
か
れ

て
い
な
い
。

江
戸
時
代

も
商
字
は
あ
る
に
は

あ
っ
た
の
だ
ダ

庶
民

は
苗
字
を
名
乗
る
こ

と
を
許
さ
れ
て
は
い

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、

判

は
使
え
た
よ
う
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
写
真

２
で
は
よ
く
わ
か
ら

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

実
は
、

文
助
と
武
平
、

伊
六
と
甚
四

郎
が
捺
し
て
い
る
判
が
そ
れ
ぞ
れ
に
同
じ
な
の
で
あ
る
ず
」れ

は
よ
く
あ
る
こ
と
ら
し
く
、

石
橋
家
文
書
の
中
に
も
、
３
名

が
同
一
の
判
を
使
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。
テ」
の
文
書

で
用
い
ら
れ
て
い
る
文
助
と
武
平
の
判
は
一族
の
判
ら
し
い
が
、

こ
れ
が
ひ
ょ
っ
と
し
て
苗
字
を
示
唆
し
て
い
る
と
す
る
と
、

判
に
よ
っ
て
名
乗
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
な
い
苗
字
を
推
測

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、

判
を
捺
す
こ
と
の
意
味
が
現

代
と
は
違
っ
て
い
て
、

文
助
な
り
武
平
な
り
の
個
人
が
責
任

を
も
つ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

家
が
責
任
を
も
つ
と
い
う
こ

と
に
な
る
筈
で
あ
る
。

他
方
、伊

六
と
甚
四
郎
の
判
は
、
「村
判

を
押
す
」
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、

士
ｂ
賀
島
村
の

判
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、

村
が
責
任
を
も
つ
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
＞乳

さ
て
、

渡
さ
れ
た
米
６
俵
の
価
値
は
？
　
米
６
俵
は
３
６

ｏ
ｒ
ゼ
と
し
て
、

現
在
で
は
大
体
１４
万
円
程
度
で
あ
ろ
う
。

こ

れ
を
、

養
育
費
と
し
て
高
い
と
み
る
か
安
い
と
み
る
か
は
見
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解
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、

米
の
価
値
が
相
対
的
に
現
在

よ
り
高
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、

当
時
と
し
て
は
十
分
だ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
に
、
２
５
４
番
の
文
書
（写
真
３
）
で
は

ズ
空
白
）早
良
郡
姪
浜
村
　
大
庄
屋
格
　
石
橋
善
二
郎

去
月
略
日
夕
門
田
江
女
子
之
捨
子
有
之
候
を
早
速
取
揚
致

養
育
置
候
段
相
達
是
迄
茂
追
々
捨
子
有
之
候
処
致
養
育
芳

々
格
別
奇
特
之
至
及
御
沙
汰
江
依
之
青
銅
五
百
文
頂
戴
申

付
候
事

子
四
月
」

と
あ
る
通
り
、

善
二
郎
は
女
子
の
捨
子
を
養
育
し
て
、

嘉
永

５
（１
８
５
２
）
年
４
月
に
も
お
一餐
め
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
。

今
回
は
、
「奇
特
の
至
り
で
あ
る
事
は
お
上
の
お
耳
に
も
達
し

て
い
る
の
で
青
鋼
五
百
文
を
与
え
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る

が
、

単
に
「与
え
る
」と
い
う
告
知
で
は
な
く
、
「頂
戴
す
る
よ

う
申
付
け
る
」
と
い
う
命
令
で
あ
る
。

土円
鋼
五
百
文
は
現
代

価
格
で
２
万
円
程
度
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
を
受
取
り
に
わ

ざ
わ
ざ
早
良
郡
姪
浜
村
か
ら
福
岡
市
中
（現
福
岡
市
中
央

区
）
に
出
向
く
事
を
考
え
る
と
、

善
二
郎
に
と
っ
て
は
少
々

億
功
に
感
じ
ら
れ
る
命
令
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

考
え
て
み
れ
ば
、

い
つ
の
世
　
写
真
３

札ン

願
欝

輩

に

届

け

る

の

は

当

然

と

し

に
干

考

身

で

落

一

て
、

子
供
が
死
亡
し
た
場

合
に
は
当
主
の
名
前
で
白
宅
寺
（福
岡
市
西
区
姪
浜
３
丁

目
）
に
葬
っ
て
い
る
し
、

養
育
中
に
宗
旨
改
め
な
ど
が
あ
っ
た

よ
う
な
場
合
に
は
、家

族
と
同
様
に
（続
柄
は
拾
い
子
と
し
て
）

届
け
出
て
い
る
。

郡
部
に
あ
っ
た
石
橋
家
で
さ
え
、

証
拠
が
残
っ
て
い
る
だ
け

で
も
、

短
期
間
に
こ
れ
だ
け
の
拾
い
子
が
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、

人
口
密
度
２
晟
い
市
中
の
富
総
商
人
は
も
っ
と
大
変
で
あ

る
。

実
際
、

福
岡
城
下
湊
町
に
あ
っ
た
醸
造
業
・廻
船
問
屋
で

有
名
な
加
瀬
家
Ｈ
注
２
Ｈ
で
は
、

加
瀬
元
春
の
時
代
、

即
ち
文

化
６
（１
８
０
９
）年
か
ら
天
保
５
（１
８
３
４
）年
ま
で
の
間

に
な
ん
と
１６
人
、

ま
た
元
春
隠
居
後
、

加
瀬
嘉
兵
衛
が
さ
ら

に
附
人
の
拾
い
子
を
し
て
い
る
。

そ
の
都
度
役
所
に
届
け
出
、

し
ば
ら
く
養
育
し
て
、
し
か
る
べ
き
金
子
・米
を
つ
け
て
養
子

に
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
や
り
方
だ
と
、

よ
か
ら
ぬ
こ
と
を

思
い
つ
く
者
が
出
て
く
る
。

実
際
、

養
育
費
（養
育
米
）詐
取
を

目
的
と
し
て
養
子
に
と
り
、

直
後
に
捨
て
子
し
た
事
件
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、

す
ぐ
に
手
が
後

ろ
に
ま
わ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
目
に
み
え
て
い
る
が
、

い
つ
の

世
に
も
浅
は
か
な
悪
知
恵
の
働
く
者
が
い
る
も
の
で
は
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

子
供
を
捨
て
る
な
ら
裕
福
な
家
の
門

前
に
と
い
う
の
は
親
心
だ
ろ
う
し
、

そ
の
よ
う
な
捨
て
子
を

拾
っ
て
し
ば
ら
く
の
間
で
も
養
育
す
る
こ
と
、

あ
る
い
は
幾

ば
く
か
の
養
育
費
を
つ
け
て
養
子
に
出
す
と
い
う
よ
う
な

こ
と
は
、

当
時
、

富
裕
層
に
と
っ
て
は
当
然
の
社
会
的
責
務

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

現
代
で
い
う
と
こ
ろ
の
オ
ブ
リ
ジ
ェ
・

ノ
ブ
リ
ス
で
あ
る
。

注
１

「紙
屋
」
は
姪
浜
旦
過
町
石
橋
家
の
屋
号
。

注
２

加
瀬
家
記
録
　
安
川
巌
校
注
（日
本
都
市
生
活
史
料

集
成
―
城
下
町
篇
）。

（い
し
ば
し

よ
し
ひ
ろ
。東
大
院
卒
・名
古
屋
大
学
名
誉
教

授
・理
学
博
士
）

上
原
孝
正
さ
ん
（６４
歳
）

濡
２

■

唐
人
町
商
店
街
の

亀
井
南
冥
の
長

男
昭
陽
の
筆
に
な

る
書
幅
数
点
を
家

宝
に
し
て
い
る
。

「
上
原
氏
の
た
め

に
」
と
題

うしい駒
密

な
関
係
を
窺
わ
せ

る
作
品
だ
。
「先
祖

は
黒
田
如
水
に
従

っ
て
福
岡
入
り
し

た
武
士
で
し
た
が
、

訳
あ
っ
て
蟄
居
、

商
人
に
な
り
ま

し
た
。

屋
号
は
「橋
本
屋
」
、

南
冥
の
経
済
的
支
柱
の
ひ

と
り
で
、

や
が
て
亀
井
家
の
縁
者
と
結
ば
れ
た
そ
う

で
す
」
。

能
古
博
物
館
だ
よ
り
３９
号
に
掲
載
さ
れ
た
早
船

正
夫
氏
（福
岡
地
方
史
研
究
会
会
員
）
の
連
載
「亀
井

家
学
を
支
え
た
女
た
ち
（４
と
の
系
図
を
見
る
と
、

南

冥
の
姉
の
嫁
ぎ
先
「姪
浜
五
島
屋
」
の
係
累
に
唐
人
町

上
原
大
左
衛
門
の
妻
「
モ
ト
」
が
い
る
ず
」
の
縁
組
み

の
こ
と
だ
ろ
う
か
。

上
原
さ
ん
は
甘
栄
錆
の
跡
地
で
印
刷
業
や
不
動
産

業
を
営
む
。

商
店
街
の
再
開
発
に
伴

っ
て
出
来
た

小
劇
場
「甘
栄
錯
劇
場
」
で
は
、

地
元
の
劇
団
「シ
ョ
ー

マ
ン
シ
ツ
プ
」
が
南
冥
の
生
涯
を
た
び
た
び
取
上
げ

る
。
「南
冥
の
甘
栄
錯
精
神
が
今
に
生
き
て
い
ま
す
」
。

上
原
さ
ん
は
嬉
し
そ
う
に
話
し
た
。

　

　

（む
）
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「サ
ン
デ
ー
ナ
イ
ト
講
演
会
」に

２
０
０
人
集
う

寄
金
９７
万
２
千
８
０
３
円
を
贈
呈

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ロ
シ
ナ
Ｙ
ア
ス
」
の
理
事
長
川
原
尚
行
医

師
（４６
歳
）
の
活
動
報
告
を
聴
こ
う
と
企
画
し
た
「サ
ス
ア

ー
ナ
イ
ト
講
演
会
」
は
約
２
０
０
人
を
集
め
、
９
月
１８
日
午

後
６
時
半
か
ら
福
岡
市

の
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
た
。

（主
催
「新
老
人
の
会
」九
収
支
部
、

後
援
「福
岡
市

医
師
会
」、
協
力
「能
古
博
物
館
友
の
会
」
ほ
か
）
。

石
橋
多
々
幸
こ
と
石
橋
哲
治
さ
ん
ら
賛
助
出
演

能
古
出
身
の
Ｋ
Ｂ
Ｃ
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
石
橋
哲
治
さ
ん

が
会
長
を
務
め
る
「博
多
に
わ
か
五
月
会
」
の
賛
助
出
演
で

に
ぎ
に
ぎ
し
く
開
幕
。

川
原
医
師
は
「現
地
報
告
～
ス
ー
ダ
ン

と
東
日
本
～
『子
ど
も
た
ち
へ
の
約
束
陸
と
題
し
約
５０
分
間
、

映
像
を
交
え
熱
く
語
っ
た
。

終
わ
っ
て
能
古
博
物
館

の
原
寛
理
事
長
兼
館
長
は
、

今
春
以
来
博
物
館
の
「
友

の
会
」
が
中
心
に
な
っ
て
集

め
た
支
援
の
活
動
資
金
９７

万
２
千
８
０
３
円
を
川
原

医
師
に
贈
っ
た
。

６
月
初
め
か
ら
準
備
を

始
め
、

企
画
運
営
の
大
部

分
は
能
古
博
物
館
が
担
っ
た
。

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
制
度
を
フ
ル

活
用
、

友
の
会
の
会
員
以
外
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
、

裏
方

を
務
め
て
も
ら
っ
た
。

ま
た
恒
例
の
「ワ
ン
コ
イ
ン
募
金
」
の
募
金
箱
を
会
場
入
り
田

に
置
い
て
協
力
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
８
万
９
千
８
８
５
円
の

浄
財
が
集
ま
っ
た
。来

年
度
の
支
援
寄
金
の
一部
に
充
当
す
る
。

「世界の子どもたちに
`は

ちどりの
1滴

'を
」と川原医師

▼石橋哲治さん(左端のお面)と
『博多にわか五月会」の舞台

▲◆

「回
シ
ナ
ン
テ
ス
支
援
寄
金
」
●
兵
敬
称
略
・追
加
分
）

「団
体
］
新
老
人
の
会
九
州
支
部
韓
国
語
学
習
グ
ル
ー
プ

［個
人
］
▽
北
原
左
近

▲寄金贈呈を終え
て。左から原理

事長兼館長、川
原医師、朔 ・九

州医療センター

名誉院長

の
ス
ナ
ッ
プ

▽
い
　
つ
＝
１０
月
８
・９
日

　

ひら
ひげ

▽
ど
こ
で
＝
老
人
い
こ
い
の
家
、

白
髭
神
社

前
日
の
準
備
。

栗
の
モ
リ
モ
ン

（盛
り
物
）
作
り

炊

き

あ

が

っ
た

新

米

で

オ
キ
ョ
ウ
（御
供
）
作
り

ロシナンテスの日本事務局(北九州市)
から御礼を兼ねた領収書が届いた

自髭神社の鳥居をくぐる柿とみかんのモリモン。
能古島伝統の行事に多くの島民が集まった。

ぐ 艦 総 盤
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貴
重
な
資
料
ぞ
く
ぞ
く

仏
壇
の
引
き
出
し
か
ら

「右
は
昭
和
２２
年
３
月
１９
日
博
多
港
に
上
陸
セ
ル
コ
ト
フ

証
明
ス
　
厚
生
省
博
多
引
揚
援
護
局
長
」
。

元
南
満
州
鉄
道
（株
）社
員
虜
田
恒
次
さ
ん
（当
時
数
え
年
５３

歳
）、妻
静
枝
さ
ん
（同
４５
歳
）
、

長
女
恵
美
子
さ
ん
（同
１１
歳
）

の
一
家
３
人
は
敗
戦
１
年
７
ヶ
月
後
、

旧
満
州
大
連
か
ら
博

多
港
に
引
揚
げ
た
。

証
明
書
の
給
興
金
品
記
載
欄
に
は
「外

食
券
１
人
首
拾
枚
、

乾
パ
ン
済
、

被
服
済
、

煙
草
済
」
と
い
っ
た

記
入
が
な
さ
れ
、

備
考
欄
に
は
「上
陸
地
ヨ
リ
鉄
道
二
乗
車

ノ
場
合
ハ
乗
車
駅
二
本
証
明
書
ヲ
提
示
シ
テ
引
揚
乗
車
票
ノ

交
付
ヲ
受
ケ
テ
下
サ
イ
」
と
あ
る
。

食
糧
難
を
反
映
し
て
主

食
や
味
噌
、

醤
油
の
応
急
用
特
配
購
入
券

（有
料
）
が
付

い
て
い
た
。

落
ち
着
き
先
の
市
町
村
役
場
で
転
入
手
続
き
を

す
る
際
に
も
こ
の
証
明
書
が
必
要
だ
っ
た
。

粗
末
な
紙
片
１
枚
に
、

敗
戦
に
よ
っ
て
暮
し
の
基
盤
を

全
て
失
っ
た
厳
し
い
現
実
が
、

悲
し
い
ま
で
に
凝
縮
さ
れ
て

い
る
。

恒
次
さ
ん
は
預
貯
金
に
励
み
、

一
人
娘
の
恵
美
子
さ
ん
の

た
め
に
生
命
保
険
を
複
数
コ
座
掛
け
て
い
た
。

社
員
貯
金
通

帳
の
残
額
だ
け
で
も
２
千
７
６
５
円
８３
銭
。

敗
戦
直
商
の
７

月
２８
日
に
も
２
０
０
円
預
け
て
い
た
。

廣
田
恵
美
子
さ
ん
の
話
　
寄
贈
し
た
資
料
は
仏
壇
の
引

き
出
し
に
亡
父
が
仕
舞
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

預
貯
金
が
１

万
円
溜
ま
っ
た
ら
日
本
へ
帰
る
、

と
い
う
の
が
父
の
口
癖
だ

っ
た
そ
う
で
す
。

母
も
７６
歳
で
亡
く
な
り
、

資
料
を
こ
の
ま
ま

に
し
て
お
い
て
も
と
思
い
寄
贈
し
ま
し
た
。

故
榊
豊
彦
さ
ん
の
遺
品

福
岡
市
南
区
柏
原
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
経
営
損
崎
須
美
子
さ
ん

は
兄
の
榊
豊
彦
さ
ん
（２
０
０
９
年
没
・享
年
８７
歳
）
の
遺
品

１０
点
を
寄
贈
し
た
。

榊
さ
ん
は
元
陸
軍
憲
兵
軍
曹
。
１
９

４
７
（昭
和
２２
）
年
８
月
８
日
、佐

世
保
港
に
復
員
し
た
。

寄
贈

さ
れ
た
手
製
の
手
帳
に
よ
る
と
、

榊
さ
ん
は
ビ
ル
マ
ぐ
ヽ
ャ
ン

マ
ー
）
で
敗
戦
を
迎
え
英
印
軍
の
捕
虜
に
な
っ
た
。

戦
犯
容
疑

で
刑
務
所
に
収
容
さ
れ
た
が
、

翌
年
容
疑
が
晴
れ
、

復
員
船

「海
王
丸
」
で
帰
国
し
た
。

廣
田
さ
ん
一家
の
引
揚
げ
証
明
書

麿
田
さ
ん
の
寄
贈
資
料

・寄
贈
資
料

▽
寄
贈
者
＝
福
岡
市
早
良
区
百
道
　
広
田
恵
美
子
さ
ん

（１
）
引
揚
げ
証
明
書
（２
）
引
揚
げ
者
調
査
票
（３
）
閉
鎖
機
関
南

満
州
鉄
道
（株
）
の
支
払
い
案
内
書
（４
）履
歴
カ
ー
ド
（５
）
保
険

院
の
保
険
金
領
収
帳
（６
）
同
第
１
国
の
領
収
証
（７
）郵
便
貯
金

通
帳
（８
）
大
連
貯
金
管
理
所
長
名
の
大
東
亜
戦
争
特
別
措
置
貯

金
証
書
（９
）
富
国
徴
兵
保
険
相
互
会
社
の
出
生
生
存
保
険
証
券

（抑
）
保
険
院
簡
易
保
険
局
長
名
の
保
険
証
書
（Ｈ
）
南
満
州
鉄
道

（株
）
の
社
員
貯
金
通
帳

（
１２
）
出
生
生
存
保
険
の
領
収
証
２
枚

（‐３
）
南
満
州
鉄
道
の
未
使
用
封
筒
１
枚
（１４
）
戦
前
の
日
銀
券
１０

円
札
３
枚
、

同
１
円
札
１
枚

（
１５
）
戦
後
の
日
銀
券
１０
円
札
４
枚

（‐６
）
戦
時
郵
便
貯
金
切
手
２
枚
（１７
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
１
ド
ル
札

１
枚
（１８
）
引
揚
げ
者
特
別
交
付
金
国
債
証
書
・額
面
Ｈ
万
円
（１９
）

同
２
万
円
（２０
）
亀
井
光
福
岡
県
知
事
名
の
特
別
交
付
金
認
定
通

知
書
（２‐
）
写
真
３
枚

▽
寄
贈
者
＝
福
岡
市
南
区
相
原
　
演
崎
須
美
子
さ
ん

（１
）
手
製
の
手
帳
（２
）
復
員
証
明
書
（３
）
英
軍
部
隊
へ
の
私
金
引

渡
し
証
明
書
（４
）
了
フ
リ
ア
発
病
の
事
実
証
明
書
（５
）
予
防
接
種

実
施
の
証
明
書
（６
）
所
属
部
隊
の
福
岡
県
大
会
名
簿
（
７
）
同
九

州
地
方
及
び
地
方
班
代
表
者
名
簿
第
２０
、

４０
号
　
（８
）
武
器
弾
薬

禁
制
品
の
不
所
持
証
明
書
（９
）
東
南
ア
ジ
ア
連
合
軍
最
高
司
令

部
発
行
の
日
本
語
新
聞
「世
界
時
報
」
２
枚
（１０
）
故
人
の
写
真
２
枚

１
日
当
た
り
入
館
者

００

人
達
成

講
演
会
な
ど
特
別
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
日
を
除
く
通
常
営

業
日
の
入
館
者
が
１０
月
９
日
（日
）、
初
め
て
１
０
０
人
の
大
台
に

達
し
た
。

正
確
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
断
定
は
出
来
な
い

が
、少

な
く
と
も
現
在
の
新
態
勢
が
発
足
し
た
２
０
０
８
（平
成
２０
）

年
５
月
１
日
以
来
初
の
大
台
達
成
。
ン」
の
日
は
秋
晴
れ
の
天
候
と

大
日
の
研
修
会
、

団
体
に
恵
ま
れ
、

船
着
き
場
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
た

県
外
の
観
光
客
が
訪
れ
る
な
ど
、企

画
展
効
果
も
あ
っ
た
。

来
館
者
の
内
訳
は
次
の
通
り
（数
字
は
人
数
）。

▽
一般
３９
▽
研
修
会
３０
▽
団
体
１６
▽
観
光
案
内
所
経
由
２
▽
喫

茶
の
み
３
▽
友
の
会
員
２
▽
中
高
生
１
▽
小
学
生
以
下
４
▽
そ
の

他
（取
材
）
３
　
※
友
の
会
員
以
下
の
項
目
は
入
場
無
料
。

「
本

館

来

訪

】

・
１０

月

１

日

，
１０

月

７

日

北
柳
会
（伝
習
館
高
Ｏ
Ｂ
）１２
人
。

輌
の
浦
歴
史
民
俗
資
料
館
（福
山
市
）
１
人
。

貸
出
し
資
料
受
け
取
り
。

句
会
■
莱
穀
火
」同
人
　
日
野
原
ホ
ー
ル
３０
人
。

原
看
護
専
門
学
校
研
修
会
　
日
野
原
ホ
ー
ル
２５
人
。

〈
お
断

り
）

館
だ
よ
り
第
６４
号
の
見
学
記
「み
ち
の
く
丸
」
で
、
「み
ち
の
く
北

方
漁
船
博
物
館
」
の
昆
館
長
と
あ
る
の
は
昆
理
事
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
ま
す
拘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（編
集
部
）

1010
月 月
1 5 9
日 日

被榊原豊彦さんが手作りした手帳
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▼
法
人
協
賛
会
員

医
療
法
人
　
笠
松
会

有
吉
病
院

税
理
士
法
人
エ
ム
・
エ
イ
・シ
ー

ギ
ャ
ラ
リ
ー
倉

医
療
法
人
社
団
江
頭
会

さ
く
ら
病
院

医
療
法
人
社
団
庫
徳
会

岡
部
病
院

多
々
良
福
祉
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ご
み
の
里

多
々
良
福
祉
会

た
い
よ
う
の
里

（株
）
Ｃ
Ｄ
Ｓ

福
岡
メ
デ
ィ
カ
ル
リ
ー
ス

医
療
法
人
恵
光
会

原
病
院

（株
）
サ
ン
コ
ー

浄
満
寺

（株
）
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
言
葉

（医
）
大
乗
会

福
岡
り
八
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

（株
）
彩
苑

（株
首
三
友
技
建
工
業

エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
（株
）
Ｈ
Ｓ
Ｓ
九
州
事
業
部

（有
）
ト
ー
タ
ル
・サ
ポ
ー
ト

・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（株
）
ホ
ー
ム
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
土
井
支
店
　
　
（敬
称
略
・順
不
同
）

▼
個
人
協
賛
△
否
貝
　

鈴
木

友
和

関

敏
巳

明
石

散
人
　
　
⑩
　
添
島

律
子

足
立

晴
道

　

②

　
平

祐
二

安
藤

文
英
　
　
③

　
多
々
羅

節
子

石
野

智
恵
子
　
②
　
津
田

泰
夫

出
回
親
　
　
　
②

　
津
村

建
次

晃
地

百
一郎
　
　
③

　
本
松

利
治

仁
保

章
Ｈ之
　
　
③

　
八
木

博
司

①①⑦④④②③③②③④③③①①④④⑥②①

石石石石石石石池池池池池荒新秋秋赤明明
橋橋橋橋川井井松田田田上巻川吉山松石石

正延哲清経美福幾昌淳修和久時包雄慶幸久
治枝治助子智美生朗治三子義弘雄治礼 美

子            子

④②①⑦②①③⑤②①⑬③①③①②②②①

②③②①②④④③④③②②③②①④④⑥①②③①③①①②①②③①⑬②②⑤③③①①③②④⑫①⑫

①①②③②⑩③②②①①②②②①⑮③①③③④◎②①②④⑫②①③③②②①③⑬①⑥③①②⑥①⑮

⑤③①④⑦④①⑭③②①②②①②②⑬②③①③②②②⑤⑤②③③①◎①②②④③②⑤⑬①③①⑤②

▼
友
の
会
会
員

石
橋

善
弘

一鬼

秀
之
助

市
丸

童
二
郎

出
光

豊

出
光

芳
秀

井
上

昭
義

稲
葉

英
彦

今
永

一成

今
村

さ
ち

石
清
水

由
紀
子

岩
本

博
秀

上
薗

幸
則

上
国

恒
久

上
国

博

上
瀧

玲
子

上
原

孝
正

上
村

八
郎

魚
住

夫
佐
子

牛
島

弘
子

内
山

茂
美

内
山

節
子

宇
都
宮

邦
子

内
海

真
記
子

梅
埜

団
夫

浦
田

裕

江
口

正
一

江
崎

小
二
郎

江
原

幸
雄

大
石

恭
仁
子

大
野

彩
子

大
本

茂

大
島

照
子

大
智

玲
子

大
庭

浩
司

大
庭

静
枝

岡
部

九
州
生

岡
本

顕
費

小
川

誠

小
川

道
博

荻
原

美
枝
子

小
野
崎

徹

小
山
田

公
子

柏
木

和
子

香
月

悦
子

金
子

柳
水

嘉
村

正
子

川
田

啓
治

河
野

道
博

川
辺

真
二

河
村

敬

一

木
皿

敦
代

］序
和
枝

〕序
洋
子

岸
川

伸
子

吉
瀬

宗
雄

城
戸

兼
子

木
戸

龍

一

木
山

啓
子

清
田

美
弥
子

久
世

玲
子

回
武

英
子

久
芳

正
隆

黒
田

明
子

甲
本

達
也

古
賀

勝
子

小
坂

セ
ツ

小
谷

修

一

児
玉

玲
子

小
堀

瑠
伊
子

小
宮

作

小
柳

定
子

小
山

京
子

小
山

富
夫

小
山

や
す
よ

境

ト
モ
エ

榊

和
美

坂
回

征
雄

坂
梨

喬

櫻
木

榮
紀

佐
藤

郁
男

執
行

敏
彦

篠
田

栄
太
郎

篠
原

ヨ
シ
子

柴
戸

次
雄

柴
本

隼
太

島
塚

祐
弘

白
橋

裕
美

進
藤

邦
彦

進
藤

康
子
　
　
②

杉

謙
一
　

　

①

杉
原

正
毅
　
　
⑭

杉
山

謙

　

　

③

図
師

祐
子

　

①

住
本

霞

　

　

◎

住
本

直
之

　

◎

関

賢
司

　

　

④

瀬
戸

美
都
子
　
③

芹
野

一
一美
　
　
③

高
木

い
づ
み
　
③

高
嶋

俊
光

　

②

高
嶋

季
雄

　

①

高
根

嚢

　

　

②

高
松

ま
り

　

①

武
田

洋
子

　

①

田
坂

大
蔵
　
　
②

田
里

朝
男
　
　
②

田
代

朝
子

　

④

立
石

京

　

　

⑥

谷
口
治
達

　

①

田
村

奈
央
　
　
①

鶴
田

ス
ミ
子
　
◎

徳
永
武
生
・和
子
②

泊

秀
治
　
　
　
②

富
永ヽ
靖
雄

　

③

豊
田

文
彦
　
　
②

豊
田

富
美
子
　
②

長
尾

動
小
　

　

②

永
岡

主
］代
太
　
⑫

中
島

謙
吾

　

②

中
島

怜
子

　

③

中
園

克
郎

　

②

中
野

晶
子

　

⑭

中
村

和

　

　

①

長
野

静
香

　

②

鍋
島

典
子
　
　
①

西
方

俊
司

　

③

西
田

靖
子
　
　
②

西
牟
田

奈
々
　
④

西
山

紀
子

　

④

野
崎

逸
郎

　

⑬

長
谷
川

寿
美
子
①

播
回

弘
子
　
　
①

波
多
野

直
之

服
部

た
か
子

八
回

朋
美

花
国

ひ
ろ
子

渡
崎

須
美
子

林

十
九
楼

林

由
紀
子

原

和
美

原

順
子

原

靖
子

原

祐

一

原
回

和
子

原
坂

泰
盛

原
国

雄
平

東
原

慶
治

日
野
原

重
明

姫
野

弘
子

平
川

好
美

平
川

良
輔

廣
田

恵
美
子

福
井

和
子

福
田

殖

福
冨

節
子

福
元

征
四
郎

藤
瀬

一
一枝
子

藤
田

信
義

藤
村

昌
弘

古
川

映
子

豊
丹
生

昌
義

星
川

満
智

堀
川

大
助

前
田

敏
也
子

員
柴

和
子

増
田

志
津
子

舛
永

登
世
子

真
角

磨
鬼
枝

松
井

俊
規

松
尾

純
子

松
岡

智
恵
子

松
熊

友
彦

松
本

美
津
子

松
吉

千
鶴
子

的
野

恭

一

丸
山

敏
子

三
浦

佑
之

　

②

見
沢

照
栄
　
　
②

三
角

幸
子

　

①

溝
口

進
　
　
　
①

三
戸
京
子

　

②

三
苫

進

　

　

⑤

南

ア
サ
ノ
　
　
⑥

二
野
原

勝
子

⑩

簑
原

聡
　
　
　
⑥

三
宅

碧
子

　

②

宮
崎

集

　

　

⑩

目
崎

美
津
子

④

村
上

牧
　
　
　
①

杜

あ
と
む

　

⑥

森

悦
次
郎

　

③

森

純
子

　

　

③

森

正
敏
　
　
　
③

森
回
智
子

　

◎

森
下

昭
子
　
　
②

森
本

繁

　

　

②

安
恒

忠
男

　

②

安
保

博
史

　

④

安
松

淳
祐

　

②

矢
野

鈴
子
　
　
②

八
尋

祥
文
　
　
①

山
川

美
也
子

①

山
口
勝
久
　
　
②

山
田

博
子

　

①

山
本

留
美

　

②

吉
開

史
朗

　

⑤

吉
倉

禎
子

　

②

吉
田

登
美
代
　
③

吉
田

泰
久

　

②

吉
田

洋
一　
　
⑥

吉
松

須
和
子
　
③

吉
安

蓉
子

　

①

米
倉

満
子

　

②

脇
山

玉
枝
　
　
②

和
国

宏
子

　

⑮

注
強
敬
称
略
・五
十
音
順
・

数
字
は
会
長
歴
（年
数
）
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バス停から

鎌
鞠甲
９

主な道路

お勧めコース①
(能古学校前バス亭から徒歩約3分)

お勧めコース②
(渡船場から徒歩約10分 )

散策路

健脚向きコース
(渡船場から徒歩約5分)

名所 旧跡

お食事、みやげ物店など

博物館案内板

バス停

1 鵠 も1専物館
| ,   ■―
,↓‐

母丹罷ギン鯰

鶴 卒 ■

翌芽者雲獣絵 ‐|

箱式石棺墓  ■

つ檀二替歌碑  4

ヽ■IFil

・軍妥うズキッチン 溜 り

」R博多駅 博多回正面Aの りば

30 0、3 0 1、3 0 2番 能古〕受冊卦場イ子!約5 0分

天神 三越前 lAの りば
30 0、3 0 1、3 0 2番 能古労受船」易イ子:旅9 3 0分

市営地下鉄 :「姪浜駅」下車 乗り継ぎ
=西鉄バス姪浜駅 南回
98番 能古渡船場行 i約12分

=タクシー :約 8分

少し急な勾配の
一般道(車通行可)

十   門■日

■   | ■
!

|‐11散策路

姦i 子
,

甲

稔 liンン掌ロ
ロ
歯箸的

…
亀墓昇

どん 撤 .甲
・… … … ⅢⅢⅢ.貿 .「操 ぽ訟.・製 や翠

能古郵筋

開 館 日/毎 週 金曜 ・土曜 ・日曜と祝 日

(注)冬 季(12月～1月)は、年末年始及び展示
物入れ替えなどで長期休館を原則としていま
曳御用の場合は事前にお問い合せ願いま曳

開館時間/10:00～ 17:00伏館16:30まで)
※団体の場合は休館国にかかわらずご相談ください

団体20名 以上2言J引

入 館 料/大 人400円 =高校生以下無料

渡船場からアイランドパークヘの西鉄バス時刻表(平成23年 7月 16日 現在)十 一一一一―……………

渡船場前発Gヒ古学校前まで約2分)
9      1 0

45     30

１

０

1 6    1 7    1 8

45

１

３

４

５平 日  1 2 5 5
土曜日 1 2 5 5

日・祝日 1 2 5 5

45     30

45     30     30     55     35 35

アイランドパーク発 G旨古学校前まで約 8分 )

時     8      9     1 0     1 1     1 2

平  日   30     20      3     13     28

土曜日  30   20   3   13   28

日・祝国  30   20   3   13   28

※ 繁忙期はパス、渡船とも臨時便が運行されます。

18‐７

２８

一
２８

一
２８

‐６

‐８

一
‐８

一
‐８

‐５

‐８

一
‐８

一
‐８

‐４

‐８

一
‐８

一
‐８

帽

１８

一
‐８

一
‐８

▲

3ン 白
目

Ａ目

38

〒819-0012福 岡市西区能古522-2 TEL 092‐ 383‐2887 FAX 092由 883‐2881
http://nokOnoshima白 m useu m.or」p E―mail info@nokonoshimattmuseum.or」 p

今 甲 渡船場前9ゐ 詔権
・

: 等 のこの市

アクセス ーー ーー

西鉄バス                 市 営渡船(フエリー
)

=姪浜一能古島間:約10分

能古島渡船場より博物館まで
・徒歩:約5分 ～10分
・アイランドパーク行き西鉄バス停
「能古学校前」下車、徒歩(下り坂)約3分

問合せ

姪浜旅客待合所TEL 092-881-8709

能古旅客待合所TEL 092-881-0900

姪の浜 発 能古 発
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